詩の黙読が読者の感情に及ぼす影響 by 松田 真幸 & 清和 ちなみ
181
詩の黙読が読者の感情に及ぼす影響
松田　真幸・清和ちなみ
　一般に、芸術作品を鑑賞すると感情１にも変化が生じることが知られている。この問題
にかかわる心理学的な研究には、音楽の聴取による感情の変化を扱ったものが多く（たと
えば、伊藤・岩永，1999；松本，2002）、音楽療法とのかかわりで検討したものもある（志
和・小川・青山・ルディムナ，2008）。また、文学作品の読みによる感情の変化に関する
研究も少なくない（米田・仁平・楠見，2005；楠見・米田，2007；三和，2010；森田・菅
村，2011；清和，2012）。しかし、これらの研究には、限られた材料しか使用していない
ものや一部の感情しか測定していないものが多い。そこで、文学作品のうちの詩を材料と
して、詩の黙読による感情の変化について組織的な実験により検討していくことが本研究
の目的である。詩の黙読によってネガティブ感情が低下する、あるいは、ポジティブ感情
が上昇するのであれば、それは詩歌療法（たとえば、小山田，2012）にもかかわってくる
のではないかと思われる。
　これまでに行われた読書における感情を扱った研究として、読者の感情が文章理解にど
う作用するかという問題について検討した米田ら（2005）を挙げることができる。実験１
では、前半部のみでは誤ったスキーマのあてはめが行われる可能性が高い短編推理小説“逢
いびき”（石川，1992）を材料とし、最初に前半部のみを読み（初読）、次に前半から最後
までを通読する（再読）という事態において各文の重要度を評定させている。読解法（初
読、再読）と文の種類（主人公記述文、関係記述文、背景記述文）を要因とする分析の結
果、初読と再読では重要度が変化するという結果が得られており、物語を正しく理解する
際、最初の解釈ではうまくいかない場合、新たな解釈の可能性を求めて理解の重点を移す
ことが示唆されている。このように理解の重点が変化した要因は読者の感情にあるとして、
読解における感情について検討したのが実験２である。この実験では、初読と再読にお
いて文の重要度評定だけでなく、読解における違和感、予感、共感という感情も評定させ
ており、初読に比べて再読では主人公記述文における違和感が減少するとともに、共感が
増大するという結果が得られている。米田ら（2005）は、実験１・２の結果から、違和感、
１　感情を情動と気分に分け、明確な原因によって起こり、激しい心の動きと心拍数の上昇などの生
理的喚起を伴う、持続時間が短く強度の強い感情を情動、原因が特定されるとは限らず、持続時間
が長く強度の弱い感情を気分とする場合もあるが、本研究はそれらを包括する概念を感情とする。
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予感は物語の展開構造の理解にかかわり、共感は登場人物の理解にかかわるものであると
考えている。これは、違和感と予感は物語を読み進める際に生じるオンラインで起こる感
情であり、読むにつれて変化しうるものであるのに対して、共感は物語を読み終わってか
ら生じる事後的、評価的感情であり、ある程度永続的なものであると考えることによって
いる。これらのことから、読書における感情にも変化しやすいものとしにくいものがある
ことが示唆される。
　同様に、短編推理小説を材料とした実験において、驚きは物語の結末を知ることで解消
する一過性の感情であるのに対して、悲しみは主人公に対する読者の共感にかかわった、
ある程度永続的な感情であることを示す研究が楠見・米田（2007）でも紹介されている。
　清和（2012）は、ネガティブな内容となっている短編推理小説を材料とした物語理解に
おいて、初読と再読による違いだけでなく、内容に関する事前知識の有無が読者の感情の
変化に及ぼす影響についても検討している。実験では、読解の前に物語のあらすじを読ま
せる既知群と読ませない未知群を設定し、両群の参加者には初読後と再読後に８種の基本
感情（喜び、悲しみ、好意、嫌気、恐れ、憤り、驚き、期待）について感情評定を行わせ
ている。その結果、未知群に比べて既知群の方が好意の感情が低く嫌悪の感情が高いこと、
初読に比べて再読では好意、喜び、恐れ、悲しみの感情が低下することなどが明らかにさ
れており、ネガティブな内容の物語の再読によって好意や喜びといったポジティブ感情が
低下する可能性が示唆されている。
　短編小説を読むことによる感情状態の変化に加え、性格と感情状態との関連性を調べる
研究も行われている。三和（2010）は、「涙がこころを癒す短編小説集」という同じ感情
的特性を示す短編小説を材料とし、読む前と読んだ後の感情状態を多面的感情状態尺度（抑
うつ・不安、敵意、倦怠、活動的快、非活動的快、親和、集中、驚愕の８尺度）によって
測定するとともに、主要５因子性格検査とモーズレイ性格検査によって性格も測定してい
る。実験の結果、性格と感情状態の関連性は材料によって異なるものであったが、主要５
因子性格検査との関連については、特に良識性や知的好奇心の高い性格の人ほど倦怠を高
め、集中を弱める傾向が認めら、モーズレイ性格検査との関連については、外向性よりも
神経症的傾向が抑うつ・不安などの否定的な感情状態に影響を与える傾向が示されている。
これらの結果から、性格と感情状態の関連性は材料の感情的特性のみに依存するのではな
く、小説を読んで意味を解釈し、そこから感情を味わう時の複雑な心理過程が影響してい
ると結論づけている。
　詩を材料としたものとして、森田・菅村（2011）は、ポジティブな詩の黙読による気分
変化についての研究を行っている。実験において、参加者を個人的視点（自己内完結的な
方向性）と社会的視点（自己だけではなく、他の生命も含む方向性）を持つ計２篇の詩を
黙読する読詩群と説明書の黙読と無言で何もしないという統制群に分け、黙読の前後に
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感情状態などに関する22項目からなる質問紙に回答させている。その結果、何もしない場
合や説明書を黙読した場合に比べてポジティブな詩を黙読した場合には「ゆったりした気
持ちになる」と「さわやかな」の得点が上昇すること、「気分がすっきりした」の得点は、
社会的視点を持つポジティブな詩の黙読によって上昇し、説明書の黙読によって低下する
ことなどが示されている。これらのことから、感情価をともなわない文章は気晴らしにな
らず、むしろネガティブ感情を引き起こす可能性が考えられるため、読むという行為が常
に気晴らしになるのではなく、何を読むかが重要であることが示唆されている。
　以上のように読書における感情の変化に関する研究もなされてきてはいるが、材料に
ついてみると、特定ジャンルに限られている（米田ら，2005；楠見・米田，2007；清和，
2012）、同じ感情特性を示すものだけが使われている（三和，2010）、ポジティブなものだ
けでありネガティブなものが使われていない（森田・菅村，2011）という実験であり、さ
まざまな材料による感情の変化の違いを直接比較したものとはなっていない。また、測定
されている感情状態についても、それぞれの研究によって異なっている。
　これらの問題点を踏まえて、本研究では、読書の対象となる作品の内容を操作したうえ
でさまざまな感情を測定することにより、読書による感情の変化についてより詳しく検討
していく。実験では、詩を材料として、積極的で前向きと思われる内容の詩（ポジティブ
な詩）、消極的否定的で暗いと思われる内容の詩（ネガティブな詩）といずれでもない詩
（ニュートラルな詩）を用意し、それぞれの詩の黙読前と黙読後にポジティブ感情、ネガ
ティブ感情およびニュートラル感情を測定した。なお、本実験において詩を材料としたの
は、文の量が少なく、時間が余りかからないので実用的・応用的に用いる場合に簡便に行
えるものであると判断したことによる。
　先行研究の結果を踏まえると、本研究における実験では、ポジティブな詩の黙読により
ネガティブ感情が下がるとともにポジティブ感情が高まり、ネガティブな詩の黙読によ
りポジティブ感情が下がるととともにネガティブ感情が高まることが予測される。なお、
ニュートラルな詩の黙読によって感情の変化が見られた場合には、読書という行為自体が
影響している可能性も考えることができる。
　ところで、読書による感情の変化には、読書への関心など個人による違いも影響すると
考えられる。そこで、本実験では、実験参加者の読書に関する個人特性を測定することに
より、個人特性の違いが感情の変化に及ぼす影響についても検討していく。
方　法
　実験計画　３要因の参加者内計画とした。第１の要因は黙読の材料とする詩の種類であ
り、ポジティブな詩、ニュートラルな詩、ネガティブな詩の３水準とした。第２の要因は
評定させる感情の種類であり、ポジティブ感情、ニュートラル感情、ネガティブ感情の３
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水準とした。第３の要因は、感情評定の時期であり、黙読前と黙読後の２水準とした。
　参加者　Ｓ大学の学生46名（男性19名、女性27名）のうち、すべての実験に参加した学
生33名であった。ただし、回答の信頼性が低いと判断された２名を除く31名（男性12名、
女性19名）を分析の対象とした。
　材料　以下の３つの段階からなる予備調査によって実験で用いる詩作品を選定した。
　はじめに、近現代の詩集（嶋中，1979a，1979b；三木・川口，1999）に収録された全
628作品の中から、著者一名がポジティブ、ニュートラルまたはネガティブな内容である
と判断した作品各10篇計30篇を選出した。次に、これら30篇の作品に対して、Ｓ大学大
学院の学生12名（男性３名、女性９名）にSD法による印象評定を行わせた。評定尺度は、
３つの基本的尺度（評価、力量、活動）から１つずつ選んだ「明るい－暗い（評価）」「柔
らかい－硬い（力量）」「活動的な－静かな（活動）」とし、回答は１（とても明るい）か
ら５（とても暗い）の５件法とした。このような印象評定の結果、評価尺度の評定値が高
かった詩２篇をネガティブな詩、低かった詩３篇をポジティブな詩、中程度であった詩２
篇をニュートラルな詩の各候補として選出した。なお、力量と活動の尺度についても同様
の傾向となっていた。最後に、候補となった７篇の作品について、本実験には参加しない
Ｓ大学の学生33名（男性28名、女性５名）に同じSD法による印象評定を行わせた。得ら
れた評定値に対して作品を要因とする分散分析と多重比較を行った結果、いずれの評定尺
度についても相互に有意となった３篇を本実験で使用する作品として選別した。各作品の
評定尺度ごとの評定値の平均を表１に示す。
　以上の手続きにより選ばれた作品は、ポジティブな詩が『春の微風』（与謝野晶子、214
字）、ニュートラルな詩が『わがたてるところより』（小野十三郎、104字）、ネガティブな
詩が『胸の底が』（高橋元吉、70字）であった。それぞれの詩を別葉にＡ４版の用紙に縦
書きで印刷した。
　手続　実験は、詩の種類３水準のそれぞれに
ついて各１セッション計３セッションからなる
ものとした。実施に際して、参加者を３つのグ
ループに分けることにより、詩の種類３水準の
実施順をグループ間で相殺した。なお、３セッションの実施間隔は一週間とした。
　各セッションでは教示の後、参加者には感情評定、詩の黙読（２分）、感情評定の順で
行わせた。また、第１セッションにおいてのみ、最後に参加者の読書に対する個人特性を
測るための尺度に回答させた。
　感情評定では、多面的感情状態尺度・短縮版（寺崎・古賀・岸本，1991）からポジティ
ブ感情には「活動的快」、ニュートラル感情には「倦怠」、ネガティブ感情には「抑うつ・
不安」の下位尺度をそれぞれ選択して使用した。各下位尺度は５項目からなるため、全体
表１　各詩に対する印象評定の結果
詩の種類 評価 力量 活動
ポジティブ 1.9 2.3 2.0
ニュートラル 2.6 3.0 2.8
ネガティブ 4.3 3.8 4.1
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で15項目となる。参加者には、それぞれの項目に対して、現在それらの感情をどの程度感
じているかを「１：全く感じていない」「２：あまり感じていない」「３：少し感じている」
「４：はっきり感じている」の４段階で評定させた。
　参加者の読書に対する個人特性を測るための尺度として、Miall ＆ Kuiken（1995）に
よる文学反応質問紙（Literary Response Questionnaire：LRQ２）の日本語版として小山内・
岡田（2011）によって開発された物語理解に伴う主観的体験を測定する尺度（LRQ-J）か
ら、読書そのものへの関心を示すと考えられる「物語世界への没入」と「読書への没頭」
の２つの下位尺度を選択して使用した。「物語への没入」は物語情景の鮮明なイメージ化
や登場人物との同一化あるいは共感を示す９項目からなる下位尺度であり、「読書への没
頭」は読書にのめりこむ体験や読書への傾倒を示す７項目からなる下位尺度である。参加
者には、それぞれの項目に対して「１：そう思わない」「２：あまりそう思わない」「３：
どちらともいえない」「４：ややそう思う」「５：そう思う」の５段階で評定させた。
結　果
　感情評定において各項目４段階尺度に対する５項目の回答の合計（５～20）を感情得点
とした。詩の種類、感情の種類および感情評定時期の条件別の感情得点の平均とSDおよ
び後述の下位検定の結果を表２に示す。
　詩の種類、感情の種類と感情評定時期を要因とする分散分析を行った結果、感情評定
時期の主効果と詩の種類と感情の種類の交互作用が有意（それぞれF（1，30）=14.01，F
（4，120）=3.94，ps<.01）となり、感情の種類と感情評定時期の交互作用が有意傾向（F
（2，60）=3.06，p<.10）となった。さらに、二次の交互作用が有意（F（4，120）=6.05，
２　LRQは文学作品への態度、反応や嗜好についての個人差を測定するものである。LRQ-Jは、物語
世界への没入、読書への没頭、作者への関心、現実の理解、ストーリー志向の5つの下位尺度から構
成されている。
表２　条件別の感情得点の平均（SD)と下位検定の結果
詩の種類 感情の種類 黙読前 黙読後 F p
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 10.6（4.23） 11.5（4.49） 2.58 ns
ニュートラル（倦怠） 12.7（3.63） 11.1（3.94） 7.91 <.01
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.1（2.99） 9.4（3.63） 1.74 ns
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 11.1（4.71） 11.0（4.64） 0.05 ns
ニュートラル（倦怠） 12.8（4.06） 10.4（4.40） 18.03 <.01
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.7（3.43） 9.9（4.00） 2.23 ns
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 10.9（3.88） 8.8（3.91） 14.78 <.01
ニュートラル（倦怠） 12.8（3.68） 12.3（3.95） 0.74 ns
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.8（3.85） 11.7（4.43） 2.40 ns
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p<.01）となったため、感情評定時期の要因について単純・単純主効果の検定を行ったと
ころ、表２に示されるように、ポジティブな詩およびニュートラルな詩を読んだ時のニュー
トラル感情（倦怠）、ネガティブな詩を読んだ時のポジティブ感情（活動的快）において
有意となり、いずれにおいても黙読前よりも黙読後の感情得点の方が低かった。
男女別の分析
　全体の分析では、当初予測した、ポジティブな詩の場合にはネガティブ感情（抑うつ・
不安）が低下するとともにポジティブ感情（活動的快）が高まり、ネガティブな詩の場
合にはネガティブ感情（抑うつ・不安）が高まるという結果は見出されなかった。しかし、
感情の変化は性別によって異なる傾向が認められたため、男女別の分析も行うこととした。
性別ごとに算出した、詩の種類、感情の種類および感情評定時期の条件別の感情得点の平
均とSDを表３（男性）と表４（女性）に示す。なお、表４には後述の下位検定の結果も
併せて示した。
　男女のそれぞれについて、詩の種類、感情の種類と感情評定時期を要因とする分散分析
を行った。その結果、男性では感情評定時期の主効果が有意（F（1，11）=7.66，p<.05）
表３　条件別の感情得点の平均（SD）：男性
詩の種類 感情の種類 黙読前 黙読後
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 11.0（4.78） 12.4（4.90）
ニュートラル（倦怠） 12.9（3.55） 10.5（3.55）
ネガティブ（抑うつ・不安） 9.8（2.82） 9.8（3.98）
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 10.8（5.06） 11.0（4.73）
ニュートラル（倦怠） 12.8（4.88） 11.2（4.53）
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.7（3.75） 10.3（4.57）
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 10.8（4.08） 8.9（3.32）
ニュートラル（倦怠） 13.8（4.30） 12.7（4.44）
ネガティブ（抑うつ・不安） 11.1（4.43） 11.4（4.29）
表４　条件別の感情得点の平均（SD）と下位検定の結果：女性
詩の種類 感情の種類 黙読前 黙読後 F p
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 10.4（3.82） 10.0（4.10） 0.86 ns
ニュートラル（倦怠） 12.5（3.54） 11.5（4.12） 2.83 <.10
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.3（3.07） 9.1（3.37） 3.73 <.10
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 11.3（4.47） 11.0（4.57） 0.26 ns
ニュートラル（倦怠） 12.8（3.44） 9.9（4.24） 21.46 <.01
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.8（3.20） 9.7（3.58） 3.12 <.10
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 11.1（3.73） 8.7（4.24） 14.34 <.01
ニュートラル（倦怠） 12.2（3.04） 12.1（3.58） 0.01 ns
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.7（3.43） 11.9（2.73） 3.75 <.10
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となり、詩の種類と感情の種類の交互作用が有意傾向（F（4，44）=2.36，p<.10）となっ
たが、全体の分析で有意となった二次の交互作用は有意とはならなかった。一方、女性
では感情評定時期の主効果と詩の種類と感情評定時期の交互作用が有意（それぞれF（1，
18）=7.65，p<.05，F（2，36）=6.51，p<.01）となり、詩の種類と感情の種類の交互作用
が有意傾向（F（4，72）=2.24，p<.10）となった。さらに、二次の交互作用が有意（F（4，
72）=6.77，p<.01）となったため、感情評定時期の要因について単純・単純主効果の検定
を行った（表４参照）。その結果、ポジティブな詩を読んだ時のニュートラル感情（倦怠）
とネガティブ感情（抑うつ・不安）では有意傾向となり、いずれも黙読前よりも黙読後の
感情得点の方が低かった。また、ニュートラルな詩を読んだ時のニュートラル感情（倦怠）
では有意、ネガティブ感情（抑うつ・不安）では有意傾向となり、いずれも黙読前よりも
黙読後の感情得点の方が低かった。さらに、ネガティブな詩を読んだ時については、ポジ
ティブ感情（活動的快）で有意となり、黙読後の方が黙読前よりも感情得点が低く、ネガティ
ブ感情（抑うつ・不安）で有意傾向となり、黙読前よりも黙読後の感情得点の方が高かった。
LRQ-Jに基づく分析
　読書への態度に関する個人特性の違いを測定するために実施したLRQ-Jについては、各
項目５段階尺度に対して下位尺度「物語世界への没入」では９項目の回答の合計（９～
45）を、下位尺度「読書への没頭」では７項目の回答の合計（７～35）をそれぞれの尺度
得点とした。そのうえで、下位尺度ごとに尺度得点の平均を算出し、平均より高い参加者
からなる高群と低い参加者からなる低群に分け、２つの下位尺度について高群・低群のそ
れぞれで感情得点の分析を行うこととした。
　物語世界への没入　下位尺度「物語世界への没入」の高群と低群のそれぞれについて、
詩の種類、感情の種類および感情評定時期の条件別の感情得点の平均とSDを表５（高群）
と表６（低群）に示す。なお、表５には後述の下位検定の結果も併せて示した。
表５　条件別の感情得点の平均（SD）と下位検定の結果：物語世界への没入・高群
詩の種類 感情の種類 黙読前 黙読後 F p
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 10.5（4.72） 11.7（4.89） 1.89 ns
ニュートラル（倦怠） 12.8（4.25） 11.3（4.28） 3.13 <.10
ネガティブ（抑うつ・不安） 9.7（3.36） 9.0（4.10） 0.75 ns
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 11.1（5.25） 11.4（5.22） 0.15 ns
ニュートラル（倦怠） 13.2（4.68） 10.6（5.13） 9.48 <.01
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.2（3.66） 9.1（3.75） 1.89 ns
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 11.1（4.58） 8.1（4.11） 12.05 <.01
ニュートラル（倦怠） 12.4（4.23） 12.3（4.32） 0.04 ns
ネガティブ（抑うつ・不安） 11.0（4.20） 11.0（4.20） 1.55 ns
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　高群と低群のそれぞれについて、詩の種類、感情の種類と感情評定時期を要因とする分
散分析を行った。その結果、高群では、感情評定時期の主効果と詩の種類と感情の種類の
交互作用が有意（それぞれF（1，17）=9.99，p<.01，F（4，68）=3.24，p<.05）となった。
さらに、二次の交互作用が有意（F（4，68）=4.60，p<.01）となったため、感情評定時期
の要因について単純・単純主効果の検定を行ったところ、表５に示されるように、ポジティ
ブな詩を読んだ時のニュートラル感情（倦怠）では有意傾向、ニュートラルな詩を読んだ
時のニュートラル感情（倦怠）では有意、また、ネガティブな詩を読んだ時のポジティブ
感情（活動的快）では有意となり、いずれにおいても黙読前よりも黙読後の感情得点の方
が低かった。一方、低群では、感情評定時期の主効果と詩の種類と感情の種類の交互作用
が有意傾向（それぞれF（1，12）=4.36，F（4，48）=2.33，ps<.10）となり、感情の種類
と感情評定時期の交互作用が有意（F（2，24）=3.46，p<.05）となったが、二次の交互作
用は有意とはならなかった。
　読書への没頭　下位尺度「読書への没頭」の高群と低群のそれぞれについて、詩の種類、
感情の種類および感情評定時期の条件別の感情得点の平均とSDを表７（高群）と表８（低
群）に示す。なお、表７には後述の下位検定の結果も併せて示した。
　高群と低群のそれぞれについて、詩の種類、感情の種類と感情評定時期を要因とする分
散分析を行った。その結果、高群では、感情評定時期の主効果と詩の種類と感情の種類の
交互作用および詩の種類と感情評定時期の交互作用が有意（それぞれF（1，15）=11.87，
p<.01，F（4，60）=3.51，F（2，30）=4.76，ps<.05）となり、感情の種類と感情評定時
期の交互作用が有意傾向（F（2，30）=2.50，p<.10）となった。さらに、二次の交互作用
が有意（F（4，60）=9.19，p<.01）となったため、感情評定時期の要因について単純・単
純主効果の検定を行ったところ、表７に示されるように、ポジティブな詩を読んだ時のネ
ガティブ感情（抑うつ・不安）では有意傾向、ニュートラルな詩を読んだ時のニュートラ
ル感情（倦怠）では有意となり、いずれにおいても黙読前よりも黙読後の感情得点の方が
表６　条件別の感情得点の平均（SD）：物語世界への没入・低群
詩の種類 感情の種類 黙読前 黙読後
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 10.8（3.44） 11.4（3.85）
ニュートラル（倦怠） 12.5（2.53） 10.8（3.38）
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.6（2.27） 9.8（2.80）
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 11.2（3.86） 10.4（3.59）
ニュートラル（倦怠） 12.2（2.91） 10.2（3.09）
ネガティブ（抑うつ・不安） 11.5（2.93） 11.1（4.05）
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 10.8（2.61） 9.7（3.43）
ニュートラル（倦怠） 13.3（2.64） 12.4（3.36）
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.6（3.29） 11.2（1.76）
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低かった。また、ネガティブな詩を読んだ時については、ポジティブ感情（活動的快）と
ネガティブ感情（抑うつ・不安）では有意となり、前者では黙読前よりも黙読後の感情得
点の方が低く、後者では黙読前よりも黙読後の感情得点の方が高かった。一方、低群では、
感情評定時期の主効果で有意傾向（F（1，14）=3.96，p<.10）となっただけであった。
個別の分析
　各条件における感情の変化について個別の分析を行うため、はじめに参加者ごとに詩の
種類別、感情の種類別に黙読後の感情得点から黙読前の感情得点を減ずることにより、条
件別の感情の変化量を算出した。次に、この変化量について、感情得点算出の基礎となる
５項目中２項目で１段階の変化に相当する変化量の絶対値２を基準として、２以上の増加、
２以上の減少、増加減少とも２未満（順に「上昇」「低下」「無変化」とする）の３つのカ
テゴリーを設定し、それぞれに該当する参加者の人数を全体および男女別に求め、表９に
まとめた。
　表９に示されるように、いずれにおいても無変化の参加者が多かったが、上昇や低下
に分類される参加者も少なくなかった。相対的にみると、ポジティブな詩を読んだ時に
は、ポジティブ感情（活動的快）で上昇した者が多く、ニュートラル感情（倦怠）とネガ
表７　条件別の感情得点の平均（SD）と下位検定の結果：読書への没頭・高群
詩の種類 感情の種類 黙読前 黙読後 F p
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 11.6（4.23） 12.5（4.53） 1.60 ns
ニュートラル（倦怠） 11.8（3.63） 10.6（3.89） 2.56 ns
ネガティブ（抑うつ・不安） 9.4（3.20） 8.1（2.88） 3.13 <.10
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 12.1（5.23） 12.2（4.99） 0.01 ns
ニュートラル（倦怠） 13.1（4.33） 9.3（4.52） 26.41 <.01
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.4（3.79） 9.7（4.50） 1.02 ns
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 11.7（4.24） 8.3（4.18） 20.70 <.01
ニュートラル（倦怠） 12.3（4.22） 12.4（4.65） 0.03 ns
ネガティブ（抑うつ・不安） 9.9（3.46） 11.9（3.39） 7.27 <.01
表８　条件別の感情得点の平均（SD）：読書への没頭・低群
詩の種類 感情の種類 黙読前 黙読後
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 9.7（3.99） 10.5（4.21）
ニュートラル（倦怠） 13.6（3.40） 11.6（3.93）
ネガティブ（抑うつ・不安） 10.9（2.53） 10.7（3.84）
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 10.1（3.82） 9.7（3.84）
ニュートラル（倦怠） 12.4（3.72） 11.5（3.95）
ネガティブ（抑うつ・不安） 11.1（2.95） 10.1（3.38）
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 10.1（3.26） 9.3（3.55）
ニュートラル（倦怠） 13.3（2.89） 12.2（3.01）
ネガティブ（抑うつ・不安） 11.9（3.98） 11.5（3.46）
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ティブ感情（抑うつ・不安）では低下した者が多かった。ニュートラルな詩を読んだ時に
は、ニュートラル感情（倦怠）で低下した者が多く、女性でのみポジティブ感情（活動的
快）とネガティブ感情（抑うつ・不安）で低下した者が多かった。また、ネガティブな詩
を読んだ時には、ポジティブ感情（活動的快）で低下した者が多かったが、ネガティブ感
情（抑うつ・不安）については男女で傾向が異なり、男性では低下した者が、女性では上
昇した者が多かった。
考　察
　本研究では、詩の黙読による読者の感情の変化についてより詳しく検討することを目的
として、３種類の詩（ポジティブな内容、ニュートラルな内容、ネガティブな内容）を用意し、
それらの黙読前後に３種類の感情に対する感情評定を行わせる実験を行った。３種類の感
情は、ポジティブ感情（活動的快）、ニュートラル感情（倦怠）とネガティブ感情（抑うつ・
不安）とした。この実験では、詩の種類別・感情の種類別に黙読前後で感情得点に変化が
生じたかどうかが問題となる。結果としては、ポジティブな詩の黙読によってネガティブ
感情（抑うつ・不安）が低下するとともにポジティブ感情（活動的快）が上昇し、ネガティ
ブな詩の黙読によってポジティブ感情（活動的快）が低下するとともにネガティブ感情（抑
うつ・不安）が上昇することが予測された。なお、ニュートラルな詩の黙読によって感情
の変化が見られた場合には、読書という行為自体が影響している可能性も考えられた。
　実験の結果、全参加者を対象とした感情得点に対する分析では、詩の種類×感情の種類
×感情評定時期という二次の交互作用が有意となり、感情評定時期に関する単純・単純主
効果の検定により、ポジティブな詩およびニュートラルな詩を読んだ時にニュートラル感
情（倦怠）が低下し、ネガティブな詩を読んだ時にポジティブ感情（活動的快）が低下す
ることが明らかにされた。ポジティブな詩におけるニュートラル感情（倦怠）については、
表９　各条件における感情変化のタイプ別の人数
詩の種類 感情の種類
全体 男性 女性
＋ 無 － ＋ 無 － ＋ 無 －
ポジティブ
ポジティブ（活動的快） 11 16 4 4 7 1 7 9 3
ニュートラル（倦怠） 1 20 10 0 7 5 1 13 5
ネガティブ（抑うつ・不安） 2 18 11 1 7 4 1 11 7
ニュートラル
ポジティブ（活動的快） 5 18 8 2 8 2 3 10 6
ニュートラル（倦怠） 1 13 17 1 5 6 0 8 11
ネガティブ（抑うつ・不安） 2 19 10 0 10 2 2 9 8
ネガティブ
ポジティブ（活動的快） 0 17 14 0 8 4 0 9 10
ニュートラル（倦怠） 3 22 6 0 9 3 3 13 3
ネガティブ（抑うつ・不安） 9 14 8 1 6 5 8 8 3
注　＋・無・－は感情得点の変化量。＋＝上昇、無＝無変化、－＝低下
191
詩の黙読が読者の感情に及ぼす影響
森田・菅村（2006）でもポジティブな詩を黙読した場合には「ゆったりした気持ちになる」
と「さわやかな」の気分が上昇するという結果が得られており、本実験での倦怠の質問項
目が「だるい・疲れた・つまらない・退屈な・無気力な」であったことを考えると、ポジティ
ブな詩を読んだことによって倦怠の感情が解消されたという可能性もある。しかし、ニュー
トラルな詩の場合にも同じ結果であったことから、ネガティブな内容でなければ、詩の黙
読という行為自体がニュートラル感情（倦怠）に影響したとみなすべきかもしれない。一方、
ネガティブな詩を読んだ時にポジティブ感情（活動的快）が低下するという結果は、清和
（2012）からも想定されるものであり、詩の黙読が感情に影響したことが示唆される。
　全体の分析では、一部を除いて、予測通りの結果は得られなかったが、性別による違い
が認められたため、感情得点に対する男女別の分析も行った。その結果、全体の分析で有
意となった二次の交互作用についてみると、男性では有意とならず、黙読前後の感情の変
化は詩の種類や感情の種類によらないことが示された。一方、女性では有意となり、感情
評定時期に関する単純・単純主効果の検定により、全体の分析と同じ結果に加えて、ネガ
ティブ感情（抑うつ・不安）は、ポジティブな詩やニュートラルな詩を読んだ時には減少
し、ネガティブな詩を読んだ時には上昇する傾向があることが明らかとなった。ポジティ
ブな詩の黙読によってポジティブ感情（活動的快）が上昇するという予測の傾向は女性で
も認められなかったが、それ以外については予測通りの結果となっており、多くの女性で
は詩の黙読が感情に影響したものと思われる。
　読書による感情の変化には、性別による違いだけでなく、個人特性による違いも影響す
ると考えられたため、本実験では特に読書に関する個人特性の違いを検討することとし、
LRQ-Jから「物語世界への没入」と「読書への没頭」の２つの下位尺度を選択して参加者
に評定させた。各下位尺度への回答に基づき、それぞれについて高群と低群に分けて感情
得点の分析を行った。その結果、全体の分析で有意となった二次の交互作用についてみる
と、いずれの下位尺度でも低群では有意とならず、黙読前後の感情の変化は詩の種類や感
情の種類によらないことが示されたのに対して、両下位尺度の高群では有意となった。感
情評定時期に関する単純・単純主効果の検定により、「物語世界への没入」高群では全体
の分析結果と同じ傾向だけが認められた。一方、「読書への没頭」高群については、全体
の分析結果とほぼ同じ傾向があるのに加えて、ネガティブな詩を読んだ時にネガティブ感
情（抑うつ・不安）が上昇することが示された。「読書への没頭」高群でも、女性の場合
と同様に、ポジティブな詩の黙読によってポジティブ感情（活動的快）が上昇するという
予測の傾向は認められなかったが、それ以外については予測通りの結果となっており、「読
書への没頭」傾向の高い者の場合には詩の黙読が感情に影響したものと考えられる。
　本研究では、詩の黙読における感情の変化について、全体の分析および男女別の分析や
LRQ-J下位尺度の得点類型別の分析ではとらえきれない個人差をみるために、参加者に対
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する個別の分析も行なった。その結果、全体としてみると詩の黙読ではほとんど感情が変
化しない参加者も多いが、当初の予測通りに、ポジティブな詩を読んだ時にポジティブ感
情（活動的快）が上昇した者やネガティブ感情（抑うつ・不安）が低下した者、また、ネ
ガティブな詩を読んだ時にポジティブ感情（活動的快）が低下した者やネガティブ感情（抑
うつ・不安）が上昇した女性も比較的多く存在していた。もちろん、同一の参加者におい
てこれらすべての感情変化が生じたことを明らかにしたものではないが、詩の黙読が参加
者の感情に影響を及ぼしうる場合もあることが示されたと言えよう。なお、男女別の分析
において女性で得られた結果が、個別の分析ではすべての女性で認められ、男性では一人
も認められなかったわけではないため、詩の黙読によって感情が変化するかどうかは性別
だけによるのではなく、ほかの個人的な特性も考慮する必要があろう。そのような特性の
ひとつとして、本研究で取り上げたLRQ-Jの下位尺度「読書への没頭」の程度を挙げるこ
とができるかもしれないが、下位尺度得点と感情変化の関係の分析は本研究では行えてい
ないため、そのような分析やほかの個人的な特性の検討は今後の課題となるであろう。そ
の点で、三和（2010）のように参加者の性格を多角的に測定することも一つの方法である
と考えられる。
　ここで、はじめに述べた詩歌療法と本研究における実験の結果とのかかわりについて検
討していくこととする。詩歌療法は詩歌を利用した心理療法であり（小山田，2012）、詩
を作る、読むあるいは聞くことによって精神的健康の回復・保持・増進を図ろうとするも
のであると考えることができる。本実験の結果予測として示したように、ポジティブな詩
の黙読によってポジティブ感情が強められ、ネガティブ感情がやわらげられるのであれば、
精神的健康の回復や増進に結びつくものと考えることができる。本研究においては、全体
の分析ではそのような結果は得られなかったが、ポジティブな詩を読んだ時にポジティブ
感情（活動的快）が上昇する場合、ニュートラル感情（倦怠）やネガティブ感情（抑うつ・
不安）が低下する場合が認められた。また、ニュートラルな詩を読んだ時にもニュートラ
ル感情（倦怠）やネガティブ感情（抑うつ・不安）が低下する場合が認められたため、ネ
ガティブな内容でなければ、詩を読むという行為自体も感情の変化に影響をもたらしたも
のと思われる。したがって、本研究における実験の結果は、詩を黙読することが抑うつ・
不安や倦怠といった感情の低減をもたらすことを示すものであり、詩の黙読を詩歌療法に
適用することができる可能性を示唆するものである。ただし、ネガティブな詩の黙読によっ
てポジティブ感情（活動的快）が低下する場合やネガティブ感情（抑うつ・不安）が上昇
する場合も認められたことから、詩作品の選定には慎重さが必要とされよう。
　最後に、今後の課題とすべき点をいくつか指摘しておきたい。本研究では、詩の黙読に
よって読者の感情が変化する場合のあることが明らかにされたが、すべての参加者が感情
の変化を示したわけでなない。これには、年齢や性別を含めたさまざまな個人特性の違い
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詩の黙読が読者の感情に及ぼす影響
が反映しているものと思われる。個人特性として、本研究で測定した読書に対する関心
（LRQ-Jの下位尺度得点）の違いや三和（2010）のような性格の違い、詩作品のとらえ方
の違いなどを考えることができる。特に詩歌療法への応用の可能性を考慮するならば、す
べての人にとって詩の黙読が効果を持つとは限らないため、詩の黙読による感情の変化が
どのような個人特性と関連しているのか、感情の変化が生じるのはどのような特性を持つ
人なのかといったことを明らかにする必要があるだろう。
　次に、材料として使用した詩作品の内容にかかわる課題を挙げる。本研究では、３つの
段階からなる予備調査によって材料とする詩作品を選定したが、それぞれの内容（ポジティ
ブ、ニュートラルあるいはネガティブ）について各１篇しか使用しなかったため、内容と
しての適切性に不備があった可能性がある。また、今回の実験では、実験参加者に詩作品
そのものに対する評定は求めなかったため、参加者によってはポジティブな詩としたもの
をポジティブな内容のものと受け止めなかった可能性もある。したがって、これらの点に
配慮した実験を実施することも今後の課題となろう。
　もう一つは、実験参加者にかかわるものである。本研究では、精神的健康には特に問題
はないと思われる大学生を参加者として実験を実施した。その結果は、詩の黙読を詩歌療
法に適用できる可能性を示唆するものではあるが、臨床場面でも応用可能であることを直
接的に示すものではない。したがって、詩の黙読が心理的な問題を抱える人々の精神的健
康の回復にも寄与しうるかどうかを検討するためには、臨床場面での研究が求められよう。
　なお、さらなる課題として、黙読以外の詩の利用についての研究を考えることができる。
詩歌を利用した心理療法が詩歌療法であるとすれば、詩の黙読のほかに、詩を朗読するこ
とや他者の詩の朗読を聞くこと、あるいは詩を書く・作ることも感情の変化に影響を及ぼ
す可能性があるだろう。それらの検証も今後の課題の一つである。
　以上のように、詩歌療法が確立されるためには、臨床場面での研究だけでなく、今後も
基礎的な研究も行われることが期待される。
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